


ご挨拶

　拝啓　貴社いよいよご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配により、本学会の
事業に多大なご支援を頂き厚く御礼申し上げます。 

　さて、第63回日本生物物理学会年会を2025年9月24日(水)より26日(金)(23日:準備日)
までの 3 日間、奈良県コンベンションセンターにおいて開催する運びとなりました。世界遺産に囲
まれる古都・奈良での年会は、当学会として初めてとなります。『古の都・奈良にて、生物物理の
現在と未来を繋ぐ』をキャッチフレーズに決定しました。

　日本生物物理学会は学会としてすでに還暦を迎えた伝統のある学会ですが、バイオの新しい潮
流の中で常に先端的な新しい分野を生み出す活気に満ち溢れており、先端的境界領域の一流研
究者が成果を携えて集まり、情報収集を目的とした企業研究者も多数参加します。全国の各大学
や諸研究機関、企業から 1500 名を越える研究者の参加が見込まれています。

　本大会において、企業が自社の宣伝をかねて最新技術の紹介をするバイオフィジックスセミナー
や附設展示会等をはじめ、様々な企業主体の企画の開催を予定しております。バイオフィジックス
セミナーは、現在の生物物理学分野における最新の技術的な動向を研究者・学生達が知るため
の絶好の機会となっております。大会実行委員会としても、少しでも多くの研究者や学生がこのバ
イオフィジックスセミナーに参加するように周知・誘導を行います。また附設展示会について、これ
までの年会で好評いただきましたように、展示会会場をポスター会場と融合すること、およびスタン
プラリー等の企画により、多くの参加者が展示会に自然に足を運べるよう工夫します。さらに奈良
年会では、懇親会を展示会会場と隣接する場所で開催することになり、企業の方も懇親会に参加
いただくことで参加者とのより親密な交流をもてるようにします。参加者の多くは参加証に QR コー
ドを付記しており、企業との交流を円滑に進める一助としています。これらの企画のアイディアは、
これまでに企業と学会の意見交換会を重ねる中で生まれてきたものです。今後も、企業に開かれた
年会運営を心がけ、日本生物物理学会の発展に寄与していきたいと考えています。

　バイオフィジックスセミナーや附設展示会への参加協力費は、本大会の開催にとっても非常に重
要な財源の一つです。このような事情のもと、ぜひバイオフィジックスセミナー・展示会・各種広告
等へのご参加・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。お返事は、貴社担当の方にお願いいた
します。また、展示会を始め協賛関係の運営業務は、株式会社エー・イー企画に委託しております
ので、お問い合わせ、お申し込みは同社宛に直接ご下命下さるよう重ねてお願いいたします。 

　申し込み要綱等詳細については添付ファイルをご覧ください。何卒、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 
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第63回日本生物物理学会年会

：年会長 /実行委員長：高田彰二 (京都大学・理学研究科 )
日時：2025 年 9月24日 ( 水 )～26日 ( 金 )日時：2025 年 9月24日 ( 水 )～26日 ( 金 )

近鉄「新大宮」駅徒歩約１０分
空港バス直結運行

場所：奈良県コンベンションセンター場所：奈良県コンベンションセンター
（大阪国際 ( 伊丹 ) 空港から約 60 分、関西国際空港から約 100 分）

コンベンションホール

展示会場 : 
コンベンション
ホールAB

展示とポスター発表を
同じ会場で行います！



生物物理学会はこんな学会です

現会長： 

対象分野：会員数：

（一般会員 1,831 名、学生会員 1,196 名）

※2024 年 4月末現在

https://www.biophys.jp

髙橋　聡（東北大学）

3,158名
構造生物学、生体分子の物性、生体膜、光生物学、
分子モーター、生体計測、バイオイメージング、
システム生物学、合成生物学、理論生物学など

生物物理学は、生命の本質を物理的考え方、物理的方法で理解しようとする学問です。学会員はタン
パク質、DNA、RNA、脂質などの生体高分子の働きや、細胞の機能、運動、個体形成にいたるまで、さまざまなレ
ベルの生命現象を実現する原理・原則を見出し、解き明かすことを目標として研究を行っています。これまでに革新的
アイデアや創意工夫を凝らした新しい研究手法や解析法を開発し、生命現象を物理計測することで多くの
知見を見出してきました。

生物物理学は、生命の本質を物理的考え方、物理的方法で理解しようとする学問です。学会員はタン
パク質、DNA、RNA、脂質などの生体高分子の働きや、細胞の機能、運動、個体形成にいたるまで、さまざまなレ
ベルの生命現象を実現する原理・原則を見出し、解き明かすことを目標として研究を行っています。これまでに革新的
アイデアや創意工夫を凝らした新しい研究手法や解析法を開発し、生命現象を物理計測することで多くの
知見を見出してきました。

生物物理学会の会員は、新製品や新技術に関心が高く、また新たな計測技術を開発しようとする意欲的な研
究者が多いことが特徴です。年会には学生や学位を取得して間もない若い研究者が多く参加し、会場で熱心に
議論しています。名古屋で開催された前回の第61回年会でも、現場で実際に機器を操作し研究に携わる若手の方々が、
協賛企業様の展示に多く立ち寄りました。本年会でも企業展示はポスター会場に併設し、多くの参加
者が展示会場に流れるように工夫します。ぜひ協賛をご検討ください。

生物物理学会の会員は、新製品や新技術に関心が高く、また新たな計測技術を開発しようとする意欲的な研
究者が多いことが特徴です。年会には学生や学位を取得して間もない若い研究者が多く参加し、会場で熱心に
議論しています。名古屋で開催された前回の第61回年会でも、現場で実際に機器を操作し研究に携わる若手の方々が、
協賛企業様の展示に多く立ち寄りました。本年会でも企業展示はポスター会場に併設し、多くの参加
者が展示会場に流れるように工夫します。ぜひ協賛をご検討ください。

生命現象を計測するには、様々な技術を必要とします。対象が細胞スケールの場合、セルソーター、フローサ
イトメーター、パッチクランプ、質量分析装置および様々な細胞ハンドリング・計測機器が用い
られています。一方で、対象が分子スケールの場合、まずは生体分子試料を調製します。そのために、細胞培養装置、
細胞破砕装置、遠心機、カラム、精製装置または無細胞タンパク質合成系が必要です。また、変
異体作成のために、遺伝子・オリゴ・タンパク質合成を受託したり、分子生物学・生化学試薬を利
用して遺伝子組換えを行う必要があります。それらの作業を自動化するロボットの需要も高まってきています。調
製した生体分子試料の活性測定には、電気泳動やウェスタンブロットなどの手法が利用されています。
細胞・分子サンプルの可視化には様々な顕微鏡（光学顕微鏡 / 電子顕微鏡 / 原子間力顕微鏡）が
必要ですし、像の取り込みには高感度・高速カメラや除振台、光学機器にレーザー光源、解析ソ
フトウェアを必要とします。また、生体分子の相互作用や機能の解析には様々な分光装置やマイクロプレー
トリーダーが、立体構造の解析には電子顕微鏡に加えてX線回折、核磁気共鳴が用いられています。近年では、
クロマチンの構造・機能相関や、液液相分離現象に対象が拡大しており、ディープシーケンサや粒子計測装
置を用いた研究も増えてきました。また、分子シミュレーション等の計算科学的手法を用いた研究も盛んで、大型
計算機やソフトウェア・データベースの需要も高まっています。
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イトメーター、パッチクランプ、質量分析装置および様々な細胞ハンドリング・計測機器が用い
られています。一方で、対象が分子スケールの場合、まずは生体分子試料を調製します。そのために、細胞培養装置、
細胞破砕装置、遠心機、カラム、精製装置または無細胞タンパク質合成系が必要です。また、変
異体作成のために、遺伝子・オリゴ・タンパク質合成を受託したり、分子生物学・生化学試薬を利
用して遺伝子組換えを行う必要があります。それらの作業を自動化するロボットの需要も高まってきています。調
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細胞・分子サンプルの可視化には様々な顕微鏡（光学顕微鏡 / 電子顕微鏡 / 原子間力顕微鏡）が
必要ですし、像の取り込みには高感度・高速カメラや除振台、光学機器にレーザー光源、解析ソ
フトウェアを必要とします。また、生体分子の相互作用や機能の解析には様々な分光装置やマイクロプレー
トリーダーが、立体構造の解析には電子顕微鏡に加えてX線回折、核磁気共鳴が用いられています。近年では、
クロマチンの構造・機能相関や、液液相分離現象に対象が拡大しており、ディープシーケンサや粒子計測装
置を用いた研究も増えてきました。また、分子シミュレーション等の計算科学的手法を用いた研究も盛んで、大型
計算機やソフトウェア・データベースの需要も高まっています。

● 生物物理学とは？

● 生物物理学で用いられる技術は？

● 若手が活躍している学会です！



生物物理の高頻度使用機材類（一覧） 
超遠心機／細胞破砕器／ミキサー／分光光度計／デンシトメーター／核磁気共鳴装置／
NMR データ解析ソフトウェア／電子・核二重共鳴装置／電子スピン共鳴装置／円二色
性測定装置／ LB 膜作製装置／蛍光光度計／蛍光寿命測定装置／サブピコ秒レーザー
／ホトンカウンター／ CCD カメラ／ SIT カメラ／ディテクターアレー／イメージインテン
シファイアー／ FT・ラマン分光光度計／ FT・IR 分光光度計／原子吸光／ MAS( 質量分
析装置 ) ／ FT-MAS ／電子顕微鏡／光学顕微鏡／トンネル走査顕微鏡／原子間力顕微
鏡／画像解析システム／顕微分光装置／分子間相互作用解析装置／マニュピレーター
／セルソーター／高入力抵抗アンプ／レコーダー／トランジェントメモリー／各種コン
ピュータ／ 3D グラフィックソフトウェア／画像処理システム／分子力場計算ソフトウェア
／分子軌道計算ソフトウェア／各種クロマトグラフ／電気泳動装置／ポンプ／ガラス器
具／ pHメーター／イオン電極／各種試薬・薬剤／関連書籍 など。 

開催実績
2023年度年会 ( 名古屋国際会議場 )

参加者数

演題数

協賛企業数

1,686 名
1,156 件
84 社

（一般演題 887 件、招待演題 269 件）

協賛企業満足度

91.7% !

展示会 47 社、BPセミナー 6 社、予稿集広告 23 社、
その他のメニュー 8 社( )

前回年会（名古屋年会）協賛企業アンケート

4.2%

50% 4.2%

協賛して
大変良かった

協賛に関しては特に
可も不可もない

協賛したが
不満があった

協賛して
良かった

41.7%

協賛企業様からのご意見（抜粋）
・非常に多くの来場者に来ていただくことができた
・熱心な研究ユーザーが多く集まり、思ったより集客効果があった
・ユーザーニーズや業界のトレンドなど情報収集ができた
・複数件の御見積依頼をいただけた
・参加者が展示ブースに来訪してもらえるように様々な工夫がなされていた



展示会場イメージ（2024.5 現在）

コンベンションホール

1 階コンベンションホール AB

※今後変更になる可能性があります。
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